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「大地のっくり」の授業展開
~どの子にも学ぶ喜びのある授業をめざして~

静岡地学
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そこで、仮説①に基づき、導入とまとめの段階の 2回に亘り (実体験)を取り入れ、

たちの思いをふくらめ意欲を高めることにした。

仮説②では、個別化学習としてJI演序選択学習く久能山の秘密をさぐろう〉と く堆積岩と

火成岩の違いをさぐろう〉を取り入れ、個々の思いを生かす場を した。 2つの仮説に ユた単

は資料4に

3 実践より

(1) 仮説 1について

導入での地層見学は (図 1..図 2)を取り入れた。この場所を は

に見られる貝化石が容易に採取できること

④久能山に

ま

ること

である O 場所は凶 1..図 2に

る(パスで久能山線に乗り、終点ま

そこから歩いて 5分)。

らけになって地層を観察し、

採取した活動からさまざま

るのかなく他の

この 3つの疑問を 4時間の時間をかけて煩

を行った。地層という言葉すら知

らない子どもたちが実際に見学に出かけ、

動する中で生まれた問題を解決していくこと

は、この後の問題解決学習への大きな動機づ

けになった(具体的な子どもの表れは後述)。
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図2 遠足の地学より



まとめの段階では静両市丸子のi日

いので、

解を得れば快く

は十分含んでいると思われる
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D: 別学習・・ したところで、新たに生み出された問題を解決していく活動。

自分の問題にそっ していく O

での本単元を次のように個別化と関連させ、 けた(図 4"図 5) 0 
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(A) I久能山の秘密をさぐろうJ(第6

この 4時間は子どもたちから出された

と年間の見通し

し、大きく 3つに分けた。この 3つの問題を与え

られた 4時間を自分でスケジュールを立て解決していった。原則として、個人とするが能力等の

もあるので、 3 人~4 人までのグループでの活動も認めた。子どもたちからの解決の方法として次の

ようなものが考えられた(写真 2)0

@ス

@スプーンテスト

スプーンテスト(運動場の土や海の砂などとの比較)

による結晶の観察(海水や水などとの比較)

の模型の製作(発泡スチロールや木を利用して)

@土の沈澱実験(いろいろな簿類の土を混ぜて)

このような多種多様な方法をみとどけ、さらに に教師が関わっていくために、次のような

てを取った。

①タイムスケジュールカードの活用(資料 1) 

活動にはいる前に、与えられた 4時間をどのように使い、どんな方法で行うのか自分だけのスケ

ジュールを立てさせた。このことにより自分のこれからの解決の、見通しかをはっきりさせることが

でき、授業が始まれば自分のめあてにそってすぐに活動にはいることができる O さらに 1時間毎に自
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己評価の横も設け、常に自分の活動を意識させた。

②つぶ、やきカードの活用(資料2) 

個別化学習を進めれば進めるほど、子どもたちの多種多様な考えや発想が生み出される O そこで、

この一人一人の自由な思い@発想、を大切にし、全体に広め、生かしていく手段として、つぶ、やきカ

ドを用いた。

実験中、ふしぎだなあかホ発見したぞい勺まてな?か等ちょっとしたことをこのカードに書き、記

録として残し授業に活用した。このカードは廊下に設けられた理科ゾーンに常に置かれ、自由に持っ

ていき記入させた。提出されたカードは分類し、模造紙にはり掲示し次の授業の参考にした。
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ることから自分で解決していくことの喜びを感じ始めたようであった。どもたちは

④理科ゾーンの

には理科ゾーンなるも
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う時には博士として参加者にわかるように説明する (Students-Teaching) 0 

を指導案に表し、授業をおこなった。その時の指導案が資料4である(なお、

を図 6に示す)。
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ヰ 博士発表会授業の考察

一人一人の授業に対する構えが必要になり意欲的な取り組みになった。形態も従来行っている頗番

制の発表会とは異なり、自分たちが発表の先生であり、自分の興味関心にそったグループの参加をす

ることができたことも、その大きな要因の一つであろう O 授業後のアンケート結果は次の通りである O

このことからも明らかなように、自分自身への関わりが大きかったためにかなり好評であった。

図7r博士発表会授業は、ふつう 逆に、、あまり
の発表会の設業と比べてどう

でしたかjについてのアン

ケート結果(児童数却名)

しくて自分から進んで発表ができなくて、みんなに迷惑をかけてしまった。

などが、あげられる O 以上のことから、理科における個別化学習は子どもたち一人一人の

もたせ方が非常に重要であることがわかる O 良くなかったという意見を持った子どもを追跡してみる

と、個別化の学習の擦にもいつも向じメンバーと行動を共にし自分の考えがはっきりしていないよう

であった。また、その点について教街からのカウンセリングを何回も試みたがなかな

今日のような発表会授業

をどう思いますか

よくない2人(8%) 

16人(40%)

よかった14人

(35%) 

特に、とても良い庁、良いかと答えた意見で多かったものが

O自分たちで授業をやり、今まで勉強してきたことがみんなに認め

られてうれしい。

0博士の帽子を作って、

たような感じがした。

を したのでなんだか偉くなっ

O自分たちがどこまでできるか、自分の力を試すよい機会となった。

Oいつもは発表できないけど、自由に見学に行けて何かわくわくし

てしまった。

けて改めて え」 じた。

0ただ聞いているのではなく、自分が参加できて良かった。

くないか くなしゾという には

こえなくて、うるさい。

たいくつ

化をしていくまでに歪らなかった。しかし、

うな成果を上げられたと考える O

5 成果と

取り入れられること

しし

っくりJ

のよう まとめに

4月より ングが

自身も

「大地の

ら

も、子どもの縮性

チームテイ

しながら

C々 8月に

らかになってきた。その

なければならない

してきたわけだが、

力を めていく め とても し〉 った。しかし、それにかかる

さらに進めていくためには、 ども ちに女すする @スペース

のまとめとし 白分の

さら るものになれ し〉 ると える O

なお、 にあたり いただいた には

O 今回、 2つの仮説

どもたち一人一人の意欲を高め、

を し、個別化を

していく必要がある O

を生活の中で生かし、

る。
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~がいっぱいあるよ l ③スプーンテスト 11 I 1.:0にはどんな絡jjがあるのかな ステップiこ する.¥ 
lケ所にかたまってあるよ i ③給品で・・顕微S還を使う 川 1 2、化石i式会まれているのかな 鈎や総念;や俳句などでEl分の思いを . I 
・もろくですぐこわれたよ グランドの土と比較 11 1 3‘かたさ比べをしよう i 炎泌する) 思いの炎f!Uヒ ¥ I 
いろんな形の化石があるよ 砂浜の砂と比絞 1; J 4、どうして穴のあいた石があるのかな 単元の流れを没悩で緩くよ子も災れる l¥ / 
どろだらけになったよ 縫水と比惚 1， I など I J 
①どうしてこんな所に民の化 なんとなく・ 11 I a;隊本作り "'Lr υ 
石があるのかな @なめる・・少ししょっぱい 11 b; 潟べ学~ 5絶対日ぬiX!2 1/ 
③久俊山が銭、;島だったこと 1 療学務笈で調べる{議長で 11 c: HC との反応 ¥ ~乏~n設立主之 / 
を.iiE切できるものはないか l ある従l変地緩のでき方が解決 ¥ ¥ C02への気づき→ f水浴泌Jへの ¥ ーみ吾首弱税同李習への足がかり /' 
な ! 港地縁のそデルを作る ¥ ¥ 1 つなぎ e ・

C静化石はどうして泥の中にし ¥ ¥ 1 d:かたさ比べ
かないのかな i くみとどけ> ¥ ¥ I ハンマーでたたく一館長文で比べる
+化おの綴本作り+ ①Nol. No2ノートをi使い い.1 グラフ化)
El分でとってきた良化石の l メモをとることで解決の見i盈 ¥ . ~ e :スプーンテスト
線本をつくり‘認定E還を発 l しを殺にもたせる議く ¥ I令---一一一一一ー
行した・主主滋の長率鴻化 i ③Fイム:1.1シ ω→'を使い綴FfiY ¥ I くみとどけ>

沢学芸までのさ主体の見i還しをもた ¥ ' ①Nol， No2. タイムJ. tン付→'で学~
せる. (あくまでも:1.tシ晶と ¥ I 内容の記録と見i重しをもたせる
して・向¥， o子ども陶工tのカウンセリング
Gl号!日iしカード 11 一人では祭t重な主義会にl:ti悠々にアプローチ)
ろ主語、スプーンテスト、際政銭 I1 ③学'i:家のioffl
アJルLコ…ルランアなどのE符H呉主の 11 大t地在のつくりや5笑聖警叡費の水上3援霊}険焚法などの7方7法 @数事潟~!1倹竜 E鍔2のr活喜閑
i使資いブ方7口iは孟絞2笥:r内句3容主吋臣鴎E下の号引l喜 J ¥ について 'Hイmヒピ，シ3/ンを{使吏い、 Jイ小iト、グJルL…プでの { 、
出しカ…ドをt活呑持fflさせる.その I ¥ ③i傍専士E綴奇字究Zカ一ド 予デ，イはZ対金わツン凶ヨyにF照詩いる(~建物縫糸として) ，¥ 
f去に数語習の11ね号線滋が入る/ ¥ 自分の続災テーマを然に意滋与せる ⑦つぶやきカード

⑤!尊:t喜志楽会綬翼連ザ!挑戦 お:1葬祭に対して8分なつの怠いをElalに/} 
"深める"一つの方法になれば ・く伐採型転潟総>撃さ込むことができるカード / / 
自分のテーマにそってグループあるいは総人で .../" / 
手老後(者Hliïでも~) ~ 

資料5 r大地のっくりJ.. 、実体験から実体験ヘグ

3事!轟の鋭点
の久Ii阪IJのビデオ、地総見学にいき久!おおのi鹿島署について窃分なりσ沼1lt!討?っ
⑬久1夜llJIこついての問1Mを解決のための応接しをもっ
火fえ'i.l、 t註f提ミヨ‘ 'EI-J:をi を lt事官しÊl分なりの符1Mをしち、解決のための方法を~える
{草鋭々吋::Jlt!やヴラスグ潤泌をY.l1寝しながら望織をfiい、船員をおすことができる
(1.!Fl分なりの結論をつぶやきカードや発炎会佼淡をi議して深めることができる
(診九切れ7)倣島幸見学にfrき、今まちのネ認を長返り返りなカfら絞E附することIJIできる

久ぬれの地F露見学に制する関空J!(燃序選択さ詐¥1:)く3十4附言> B-Aー→c
A:どうしてこんな微に良の化石があるのかな f他の絶腐とのlt絞J
お*久j住山が!t7捧であったことを説明できるものはなL功、 fi毎で3うる徒隊詠父J
C :WヒIiはどうして認のゆにしカ々 も¥0)カウ fj鹿島還のでき方J

B: ゑ手主総~J'こより、滋らしさ
結.t'.をチヒ!L
~tt:oの名前を泌ベアサリ I A:潟ぺ:f!':':により犯の燃の
とシジミの浅いを発見 | でき方を潟ぺる
H轟本づくりを過して) I 良化万とのつながりを発 IC: 
く2鈎間> 見(~払ν)1潟産とからめ

時間として渓す
くl衿郊>

.lH専がこなろう! (怨Wjl.防波}くU4州司>:ζ之ふて閉じ石なのにこんなにi重うのか"
布火威主ま‘ I量級主!J.石EK.滋を比聖堂してみて*

資料6 Y. Sさんの儒別化学習での疑問列車

tfl緩グ波乱.~
①久l化111のどデオ.地罪事見学にいき久!定UIのf在晃司についてEl分なっσがi泌を待つ
③久i従tllについての問題を解決のた~';Q)~語しをもっ
リφ見滋、 I量級鋭、石氏をうをlt絞し ~J分なっσがlld をもち、 M(~のための九三去を考える

〈主税々グポ1(JJや7 ラス♂潟閣を箆i喧しながら扶婚をめ人結論をH~すことができる
@fヨ分なつのもむ告をつぶやきカードや発炎会佼夏草を過してど菜めることができる
⑤丸子のI佐島署見学{ご行き‘今ま?の1"t1を裏話り返りながら絞R震をすることができる

久俊山のt関史学におけるr.;Jld(異例選択学校)く3r4時in1> C 一一日ーザAI
A:どうしてこんな所に災の化石があるのかな f他の他駁との比較
B:久能UJIJ'{h揮であったことをi正明できるも広HまなL、か fi揮である託銀泌べ
C :災化石はどうして必のゆにしカウLめかな ft住溺のできli

c:泌腐を品?終で1対ぺ‘ i起の'T
にl:t只が多く/iんマいるこ
とを見つIt'o誌の成分につL、IB:スプーンテストをfiう.
て疑問を}寺て神出分につい| 臼っl;n執がビーカーの 1A:i持決めp.!のltんでいた必
て i 下吋cp吋上の異認で社:て‘ ! の持善治ネ対品して‘長L可間
<l&.'椴1> 上古い番手多かったことをこ今のように怒くなって

発見 しまったことを切でまと
くl&.W沼> めた.<2吟倒>

戸 町、合む・ dヴ旬、

ド : 々会おと~，f:(:i:，¥.""'1ヰ
~ <.'，，) ¥，ふさー ) 'j~治、?:俳句
'wノ えごヲロちトウ f，(，r，-'v.ん 2

..----;，叫τ1
;<11 

く罫H時〉叶仲良jず時{郎、縦波.光るものを I1 : li伝{ぶふな箆お必ゑ!;f!.辺広
i京しながら‘ 2富士山の石のでき1iを 12:化石l;t含まれているのかな
向じグループのS.Sさんから数えてい:零時些芸品必ず.!..時ーム
もらい納得する 14:1こうし丈fzりあわた石が; ♂17Ì~記

く郊2吟>務士山の石のcpの光っているものが綴 a:控訴本づくり
ではないかというこだわりがあり‘7JI b:符ぺ学習
・-i't泌を行うが反応ヌ止し c:HClとの反応

く然3 ‘ 46寺>それぞれの石のでき方を学~~主に d: スプーンテスト
行ってまとめる@

<1零士発炎会j支援〉
会緩めグループをこまめに思っていた.ゆでも
石灰石をI包括主L坊はたところの反応が印象がFなよ
うでK:誌やO;gの発表のすばらしさをゑ怒で潔い
てあった.
*本車志本*事渉窓本嚇本験場 EIε三1f'f!イiUi(日〉 移移忠雄惨事療*移車*事'"'" 
Fイム:1.tγ~-4かト'にそって勉強したけど、資料が余り絞っていなかったので.教H.撃を字詰りに
El分て勉強引船りました.スプーンテストで泊めぷ泌を慢だときはなんだヵ.;p思汲な!多じがし
ました.丸子のI也悪事をえ写さした晶?には石がR:い年月で11'ろぼろになるのを災緊にさわっ、ほじ
られない浅与がしました.

資料 7 N.Mさんの個別化学習の疑問列車
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